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舌色沢の定量的分析法 IC ついて

明治録灸大学 ・ 東河医学教室

丸山彰貞 矢野忠 森 和

要旨 舌診四客観化には I 舌を写真搬影するだけではイ分でない撮影条判 を一定 IL l. しかも披影時

における舌象と等色のカラ プリントを作製する必要がある そのために舌慢影護世を製作し 1 撮影場

所 2 時刻 1 光!il. 服装 l 附図等の彬特を受付ない定の舌写真を栂影しうるようにした またデジタル

カラーメ ←タ の口径 4 皿ヘッ ドを口径 6 凹ヘッドに改める E とによって，原準白色仮での誤差を小さく

し I 特殊プリント法を併用する E と Kよって舌写真由定fo1的 t則色が可能となった

Quantitative analysis of glossal findings 

Akisada MARUY AMA. Tadashi Y ANO. and Kazu MORI 

Depαrtment 01 Orìentαl Med山F日， Afeiji Coll噌 e 01 Oriental Med山間

Summary: '1'0 objectify an observat.ion of the tongue. the authors made a speciaJ appaｭ

ratus for photography of the tongue and called it Maruyama's glossoscope. The picture 

was taken under certain condit.ions of illuminalion , shutter speed and iris 札叶h a special 

color film. The print-out of the piclure was done an controlled process by the colol 

chart. Colorimetry of lhe picture was done by photoelec町 ic colorimeter (E80 color 

measunng sys回m. Nippon Denshoku) of the probe of 6 mm  wide in diameler. The pictUl'e 

showed a natural color of the tongue and the results of the colorimet.ry ind�ated the 
po田ibility 01' quntitative analysis of the glossal findlngs 

Key words 中国医学 Chinese Medicine. 舌診 Tongue. 測色 Colorimetry 
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26 舌色沢町定日的分軒法Kついて

I は じめ に

舌診は rlJ医臨床では非'h~'fL重要視されている診

断法であるにもかかわらず日本の鎖灸臨床では!

ほとんどITI ~、 られていない その線本的なJ'I! 111 は

「古典J の受け入れ方と 「臨床応法」の進いによ

ると考える

舌診は í ，llEJ 決定上のウエイトが大きいだけに

中国 1 日本を問わず鍛灸医学にとって欠く 'ITの出

来ない診断法と唱える 日本において舌診が受け

入れられるには， ，jt もが LI 'iお臨床で活刷出来る方

法として符脱化する必裂がある

舌診は乙れまで中国を中心に数多くの研究が行

われ臨床的妥当性が明らかにされて来たが，日

本で受け入れられるような客観化までには長って

いない このため筆者らは舌診の要因分析を行い l

舌写真法とデジタルカラーメ タを応用 した定11

的分析法について報告した" 今回は前回の成績

を踏まえ，さらに舌写真の折U~条件とプリン | 条

件について多面的に検討し， ，苛写l~法による青色

沢の私;観的測定法を日目立した

E 方法

1. 舌撮影装置の作製

舌のプ リ ント結巣を保 jj~ 1昨の舌包沢と等色

(ωlo r matching)2.3J U: し総ての写点が比較可

能とするには I 一定の鍛)~刀法と厳密なプリント

条例の設定が必要となる 乙のため撮影場所，時

刻 1 光I，L JI日装，構図等の彩智を受けない， 一定

条件で級;;~吋itな舌慌~装也(以下MARUYAMA

式 glossoscope とする)をj'l 製した (関 1 C • 

D) 

日常臨床では鍋影装i丘を使刷出来ない患昔もい

るため。 ihi:;~装置本体とカメラは取りつけ!取り

外しがスム ーズ 1<:行えるようにしなければな らな

い しかしスムーズに行えるようにすると本体と

カメラレンズとの接合部が迎合せず外部からの光

を遮断しずらくなる 乙のため本体に使用す る材

料を検討した結果厚さ 5 醐のアクリル板が迎して

いたため乙れをnl ~ 、た セッテイングするカメラ

は本体の梢造および舌のili~彬という関係から仁l却J

原点式の 4 ノ Jレタ α7∞o (マイク ロコンビュ ータ

制御 AEー|恨レフォ トフォ カスカメラ， AF 

マクロ印皿1' 2.8) とミノルタフラ y 己ノュマクロ

80P X (以後 Eれらのセ y トを α7000とする)お

よび常時発光ランプとして東芝白色 FL6W

6 ワット I スタ ー タ型蛍光ランプ(管長2 1 0 . 5町 ;

符径 15.5皿 ) を使用した 被写体とカメラのフィ

ルム面の距離は約25叩とし?平行lctJÜ影山来るよ

うにした. 保影装置と舌を載せる接合部は被験者

(W省)の状態IC適合出米るように可動式とした

また舌のプリン卜結果lζ;』草響を与えない背J止色を

検討した結果 I 黒色が適していたため， j品jj~装置

内の塗袋はアサヒベン I ツヤ消し黒プラスチック

別格料Nn 1 00を用いた なお 7 ボァクス内の色禍

度をミノノレタカラ メ 夕 日 と 7 ラ y シュカラ

レセプターで測定した

2 撮影条件について

1)通常儲影による 11'対色とプリント条仰 の検討

舌搬影時は背景色が微妙に影響するため I 舌以

外の川凶の背景色(白， JT ，亦， ~喧。緑， .~~{，占~ ，

桃色，位ご宇)を変えてHiH;t; L ，色の違いによるプ

リント結果への影響について検討した 使用 7 イ

ノレムはF'ujico l or HR400である 保影は!日l

柿幽下で α7000を打l いて[値(絞り値) 22 ，ゾヤ

ッタースピード 1 /1 005ec. I (固定して行った

現像したネガは総てi垣市プリン ト とコントロ ノレ

ネガを応l1lした特殊プリン 1- (以下特殊プ リント

とする } を行い比較検討した

2) MARUYAMA 式 glossoscope ，とよる船影

条例の検討

(11 値およびプリントによる変化について

MARUYAMA 式 g!ossoscope での f 1Jì'iを決定

するためI-l R4007 イルムを用いて ， fiii Jj(;条件

[ 2 . 8-32の計1 5段階に変化させlν ャ ッタ ス

ピード j /1005ecーとしてWj~ した 現像後1)と

同織に同ーネガから通常プ リ ントと特妹プリント

を行い 1 それぞれを比較検討し，等色と なるプリ

ン ト の f 他を探した

(21 フイノレムによる変化について

MARUYAMA ェX: glos5oscope 11:過 した 7 イ
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図 1 舌写真用カラーチャートとコントロールネガプリン ト

A ・日は舌写nJfl カラ チャートを示す c .oは舌写只撮影装置 (MAHUYAMA式g!ossoscope)

を示す E ・ F • G • H は Aのカラ チャートからの通常プリントを示す I ・ 1 ・ K は コン i ロール

ネガを応用した Aのカラ チ ャ 卜か らの特殊プリントを示す E ・ l はトI R400 (撮影装出外) . F. 

I は H R400 (船彬装置内 G.Hは HR1 00 (船影装置内)フィルム f 22の現像ネガからそれぞれ
プリントした結果を示す Lはカ ラ チャートの測色部位番号 M.N ・ Oはそれぞれコントロ ー Jレ不ガ

から白01怪プリン トを示す P は Bのカラーチャ ー トを用いて舌と同時K侃i詳した写真である
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f2.8 
1/100sec 

f5.6 
1/100sec. 

f 11 
1/100sec 

f22 
1/100sec 

f32 
1/100sec 

f22 
1/1 日日 sec

舌色沢の定底的分析怯忙ついて

「ー7ジカラー HR通常プリ ン ト寸

1 504日日 150200 150100 

A 日 C 

コダカラーVR
通常プリント

(C Pl 
150100 

D 

つジウ ローム

「ー{プ リ ン ト )ー「
(RHPl (RDl 
150400 1 5010日
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エヴタウ ローム
「一ー {プ リン ト }ー「
(ELl (ERJ 

1 5040日 1 5064

コダウ ローム
{プ リ ント)

(KRJ 
15064 

Jレムを探すため， Neopan SS (1 00 ・ 400 )

Fujicolor HR ( 1 00 ・ 200 ・ 400 ) ， Fujichrome 

C100D (R D) ・ 400 Profe8sional D (R H P )) 

Kodakcolor VR 100 (CP) , Kodakchrome64 

(KR) , Ektachrome (64 (E Fì ) ・ 4∞ ( EL)

の各種フィルムを使用して装置内で搬影した カ

メラの総影条件は 1 )と同値は2)と同ーとし

た ζのうちモノク ロ フィ ルムとカラーネカ'フィ

ノレムは各メー力のオ リ ジナ Jレ通771 プ リ ントを行っ

た またカラ ネガフィルムは同時にラ y シュフ

ィルムも作製してメーカ一指定の RP プリントを

行った カラ ポジフ ィ ルムもそれぞれメーカ一

指定の通常プ リ ントを行った (代表例を悶 2 11: 

示す ) 

3 力ラーチャー トによるプ リ ント条件の検討

臨床的舌象をプリン 卜上 11:厳密に再現するため

に!v1ARUYA !v1 A 式 g l ossoscope m カラーチ

ャ ート図 1 の A'Bの 2 種類を作製した これを

撮影装置内 1 1: セ y トし値を2.8-32の 8 段階

にかえ，それぞれ 1 /100 8ec として撮影 した

Aはカラーチャート単独で写し込む方式， B は舌

と同時に写し込む方式とした A ・ B 共11: 日本色

彩研究所のカラ スケ ノレを侃影装世用に作製し

た A は内側に肌色， 白 i 緑 i 縫い灰色( 2 極

類) ， 青 l 濃い灰色 ( 2 種煩) ，赤 ， 黒の 10色，

外枠 11:濃い標準の灰色を配し計 11色で構成した

B はカラ ドテ プ 1 cm凹方を上から緑味の黄

色，緑 ， べーシュ，赤昧の茶 ! 赤昧の撞. 911い青

紫 I ピンヲ 1 赤，緑色の青 I 黄色の計 10色で縦に

構成し，左右を同一色とした 乙の 2 極類のカ

ラーチャートをl1lいて各種条糾 で慢彬し色再現を

試みた使用フィルムはH R (100 ・ 2∞・ 400) , 

Super HF� ( 100 ・ 400) , 100 D (R D ) , 400 

図 2 舌写真揖影装置 (MAR UYAMA式 g l ossoscope ) を用いた各種フィルムの通常プ リ ン ト および

コントロ ールネガを応用した特殊プリント

i誌上段はフィルム白極l!fi.左端{乙撮影条件を示す 写真は 1 2種頼回フィルムを f 2 . 8-320) 1 5段階にお

いて録影しプリントした代表例を示す 最下段 A ・ B ・ C ' D はコントロールネガを応用した栂影時の舌

色IC近~\tfJ，阜でプリン卜した写点を示す
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1D(RI-IP) VR tOO(CP) とした 1< ;1時

Iζ 1-1 R400をmし、て出彩装61外でのlIU-~;0 も if った

品thE したヰガおよびポジフイノレムは総て.iW 'ì;~' フリ

ントを行った 己のうち 1-1 R (J OO ・ 200 ・ 400) , 

Super H1, ( 100 ・ 400). V R 100 (C p )の

f 22の不力炉は， 通常プリント以外IcJMV カラ チャ

トと等色にするためのフリン ト 条('10， C (ソア

ン) ・ M (マセ'ンタ)・ Y (イエロー ) 仙を保す

ため l それぞれの数値の叫lみ合わせを変えて政多

くのプリントを行った ζれら総ての通'品プリン

l と特殊プリントは色左;\-1 を 11I いて社111色 L ， 1占司t

カラ チャ 卜 から IJ'(!妾 iJIII色した数航と比較似

合した ζ の !l(-t0 を繰り返し行い， I正準カラー

チャー 卜 色値 n:Mk!;lJ i C近つけたプ リ ント条件を

設定した コ ントロー fレ才、力日からの I ， 'r接プリント

は通7h-プリン卜と特殊7 リントをそれぞれ行う

ζ とに同 条件で併せて行った 各プリントの

客観的側色には口本屯色製 ~80色差討を川いて

fニ 3 ， <1 I 

4 色差計の測定ヘッドの改良について

舌り真を光弔i\'比色法で読み取るため ? 今|司 u

本屯色工業の協力をí~Jて青写点測定1111ζj@した 6

mmの洲定ヘッドを製 ('1 した

111 結 果

1. MARUYAMA 式 glossoscope 作製結果

カラー巧点の船影では被写体 IL 当たる色温度

(K ケルビン) ~ . 3) がカラ プリン卜の色謝 1 1:

大きく影響するため， ミノノレタカラーメー夕 日 と

フ ラ y シュカラー レセプターをIIJ いて装l区内の色

制度を測定した その結果， 7 ラヅゾユマクロ 80

PXのみでは5250K を示 L ， ミレ y ド値は 190 .48

となった フラ y シュマクロ80P X と今|可使用の

~t芝 11 色 F L 6 W. 6 ワ y ト，スデ タ噌蛍光ラ

ンプを併用した均合は5 1 50 1< を司、 し ミレッド仙

は194. 1 7 となった デーライ ト タ イ プのフィルム

は5500 1く 。 タングステンタイプは3200 K で調節さ

れている また円光は5400 1<としているわ今 1"1

使用 したフィルムは総てデーライトデイプのもの

を{古川 しているので。乙れをミレ y ド値 11:変換す

ると 181.82 ミレ γ ドとなる そ ζで装j;!'{ と 7 イル

ムのミレッド仙の ì~~を求めると 1 2 . 35 ミレ， 1 と

なる 人IUlの fl は l ミレッドの見を相l別できるが。

力ラーフィルムでは約1 0 ミレ y ド，c~r l 、'']する光の

禿は撮影の結県K変化を '1ーじさせないと ， i われて

いるれしたがって今lul 作製した M t\ RUYAIv1A 

式 glossocope の色制度は r5-11U影に適した色制度

といえる

2 撮影条件について

1 ) 辿常 Hú彩による-rn止色とプリン ト 条例の検討

結日E

Jill 1;~'のプリントでは吊以外の桝|刈 1;\1の色の変化

に大きく/，'ti され， rt的とする丹後のフリント 1 1:

色の主が'1 じた 特殊プリントでは円以外の汁;止

色に彩符される'1[がほとんどM く 一定条件でプ

リント W ;1~た この 1&般から臨床的l--rj匁を再現す

るには1自治プリン l より b特妹プ '1 ン卜がi曲して

いる FiJ、明らかとなった 背;止色では特lζ!M色の

1nf彩色が~のプリント色11:影仰をうえず 優れて

いる'1'が分かった

今~'17 '1 ン l 条件i改定 I1: RI し、たコノ卜ロ ル不

ガ ( フジフィルム社主1で以部・11業所の門Íì均氏の

協 )llLよ っ て応II( 可能となったものである)は一

定条 ('1 で縦拶 i 現像されており I メ カーが42pfl

限度討を111 し、た定iA的なフリント条 ('1 の a改定や 11

'，0;;;のプリント条件管内KI史 111 している

2) MARUYAMA~， glossoscope による 11，，，拶

条件の検H結果

(11 f úüおよび7 リン ト による変化

通常ブリントおよび特妹7 リントとも f 22の

凶{呈が照影時における舌色 11:近い色を示した さ

らに両者のフリン卜を比較検討した結県，特殊7

リン卜がより録影時の舌色iζ近い色をJ1HJl出米る

11が分かった

(2) 7 イノレムによる変イl二

図 2 は各問 7 イ Jレムを川 いて通常プ リ ントと特

殊プリントを行った押z巣を示す 通常プリントで

は各7 イルム特性花火きく左イ守され ， 1=1 的とする

舌象と等色の色の再現は難しい 'Hが分かった そ

己で以下段 4 枚 (A . B . C.D)II:示す特殊プ
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図 3 舌写真用基準カラ ーチャートとカラーチャー ト プリント目測色結果の比較

図'1'の.-.は(';(11 の(\ ， .-.は E ， [ 口は 1 ， 6"'6 1J. F ， 会 合はHのそれぞれの捌色結県民

対応する Y馳は L lVli.!l:, a 色皮(色相・彩皮 ) , b 色度(色相 ・ 彩度) , x軸は凶 l の Lι示甘カラー

チャー卜榊l色部(>1昨号である

リントを比較段付した 4 枚の写点は共に l二段に

'J、すプリント IC対応している A は H R400 , B 

は H R200 , C(;j:H R 100 , D は VR100(CP)

の f 22 と 1 "1ーネガからのプリントである i且叩a プ

リントでは 4 枚ともフィルム特性が出現 し，舌色

IC ""，~ 、が見られるが，特妹プリントでは ILïJーの苫

色になっている ζのように特妹プ リ ン卜では辺

市プリント ι見られた お 7 イノレム特性による色

の違いが小さくなり j フ ィルム|首iでの法をj止小限

lとする']Jが可能となった また視感比色からいえ

ば今回の条刊では H R400フィルムが般i直と考え

られる

3 カラーチャートに よ るプ リ ント条{牛の検討

の結果

図 1 の E-K は， Aのカラーチャート( f 22) 

のプリン卜を示す 乙のうち E ' F ・ G ' H は A



32 舌色沢の定E的分析訟について

チャー卜の通'品プリン 卜， J .J. K は特妹プリ

ントを示す P はB チャ トのプリン ト例である

2種額のチャートによる色再現を検討した結果 l

条件設定に用いるチャ トはチャ 卜惟独 IL級影

する A方式が舌色1<:影響される事が無いため優れ

ている事が分かった

Aの基準カラーチャートと Aの通常プリントを

比較する事1<: よって視感的 1<:色の迷いがはっきり

読み取れるようになった 乙のi)lはネガフィルム

からのプリント ， カラ スライド問フィルムから

のプリントともに同ーの結果が認められた ζれ

によって今まで行われていた通常プリントでは色

の再現に適していない事がはっきりした ζの点

1 ・ J • K 1<:示す特殊プリン卜では視感において

も明らか1<:基準カラ チャ ト IL近い色を認める

唱が出来た

図 l のM-Oはそれぞれコントロールネガから

の直接プリントを示す Mは Eの通常プリン卜時

1<:同一条件でのシアン・マゼンタ・イエロー値に

よってプリントした結果を示す N は l のプリン

ト条件でのプリント， 0 は J のプリント条件での

プリント結果を示す NおよびOはコントロール

ネガを応fIIした特妹プリント時の数値 1<: よるプリ

ント結果である ζのコントロールネヵーからの直

接プリントを作成する事によりシアン，マゼン

タ，イエローのプリント時の数値が安定的K設定

でき 1 次回からの微妙なプリント上の操作が可能

となった

図 3 は舌診間基準力ラーチャートとカラーチャー

トプリントを測色して比較した結巣を示す 凶の

1:: 1ζ示す A EJ ， AFC , A H はそれぞれ図 l の

力ラーチャー卜プリントと対応している A は基

準カラーチャート， Eは図 I の E ， F は図 I の F ，

G は図 l の G ， J-J は図 1 のI-l， J は図 l の 1 ， J 

は図 I の J ， K は図 1 の Kである 図は ζれらの

カラ←チャートプリントから抑l色した数値を比較

した結果を示す 明度( L )は日 -100の範凶で

表され， 0 は黒， 100は向，乙 のn:fJは黒から白へ

の無彩色のグレ スケ ルとなる色度+a は亦

方向の色砲と彩度・ a は緑方向の色相と彩度 .

色度 +b は貸方向の色相と彩度 ・ b は育方向の

色相と彩度の範囲をそれぞれ示す 各グラフはA

の基準カラーチャートのiRlJ色結果と対応して比較

出来るようにグラフ化 した 前IJ色の表示は国際昭

明委員会 CCornmission lnternationale de l' 

Eclairage) I 日本工業規格 C Japanese Indusｭ

tria I Standards) に基つく Hunter の Lab 方

王にによる 3 ， 4)

益準チャ ト Aの測色結果と各力ラ←チャー

トとの相 l関係数は明度 L においては I は r

0980 , J li r ~0 . 975 ， E は r ~0. 972 ， F は r

~0.955 ， H は r ~ 0.945となった色度 a では I

は r ~ 0.934 ， J は r~0_947 ， E は r ~0.933 ， 

F は r ~ 0.917 ， I-lは r ~ 0.936 ，色度 bでは I は

r ~0 .968 ， J は r ~0 . 976 ， E は r ~0 .913 ， F 

は r ~0.960 ， H は r ~0. 920の結果となり，いず

れも色度 a のH を除いて総てコントロールネガを

応用した特妹プリントからのiJllJ色結果が t 基準チャ

ートの測色結果 1<:近い数値を示した

図 4 は基準カラ チャ トと力ラ チャ 卜プ

リントとの色差(L1 E ) を示す 各グラフ内の番

号は図 l のしに示すiJllJ色部位番号を示す l は亦，

2 は青， 3 は肌色， 4 は白 ， 5 は泌い灰色L-': ， 6 

は薄い灰色の右， 7 は濃い灰色の左 8 は濃い灰

色の右， 9 は外枠の泌い標準の灰色， JOは泉。 1 1

は緑を示す横軸に示す J .E.J.F.Hは匡|

l の力ラーチャート分類記号に相当する

色差は L1 E ~ (( L1 L ) 2 + ( L1 a ) 2 + (LJ b)り" 2 

1<: よって示される占E準カラ チャ 卜 の11色を

測色 L ，各色どとの L値 a 値 bll直をな準とし

て各カラーチャートプリントに対応するそれぞれ

の色の L値 a 他。 b 他を引き l その数値を上の

式にあてはめて色差を求めた その結果 l 公準色

か らそれぞれの色がどの程度離れているかが分か

る 各11色の色差を計算した結果，先 1<:示した相

関係数と同様 1<: 1 • J の特妹プリントが全体的に

基準カラーチャートの色 1<:近い数値を示した 色

差 L1 E CN BS) は日の数値に近い程色の誤差が

少なくなる
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5 色差計の測定ヘッドの改良結果

百??11 のiR1J色 IC適したへ y ドにするため従米の

4 mmヘ ッ ドを 6 凹 i己改良した結果 標準1' 1色阪

100回のiftll定 iζ おいて， 4 四へ y ド では明Jft L は

57.41 土 2 . 35 x 10" ('1'.]苛 10 S D) ，色 I[ a は

0 . 1 5土 2 . 39 x lO" 色皮 b は0 . 15 土 1. 55 x 10" 

6 咽の測定へ y ドでは lリ l 度 L は 57.38 土 4.38 x 

10. 3 ，色l立 a は -0 . 39 土 2 . 28 x 1 9" 色 j立 b は

0.17土 5 . 58 X 10. 3 となり日 酬の制定へ y ドの必が

照準巳l色阪からの側返悩のiJliI定以来のパラ Y キの

低い安定した};史的を示 し た また J，(唯引彩色の測

定結裂におし、ても同様の結県が1与られた

IV 考察

首診の研究は1960年代をrJ~ として中|且を rjl心Iζ

世界各国で iiわれて来た 5 ， 6 ， ,8 ,91 j]一節苫斉の

統計的解析は中間全土で共同研究として行われて

いる J û ， ll ) 臨床的 IC は舌象と唾液の pHの関連

恒 13: 舌2'~と免疫の関連性 J 4) 舌象と消化路炭患

との臨床的IMI i主性 1 3 ， 1.1 , 1 5, 16 . 1 刊号循環と咲患

との|期 jili性 20 ， 21 ， 22 ，:2 J , 2 ~. 2 5 , 2 6, 27 J などが検討

され， ζのっち絹疾患と舌象の|娼.i:ll性花関す る研

究が特ICTtl1 されている ζのように悦感法によ

る臨床的有川性と舌診の妥当也について多面的な

研究が続けられてきたが，未だ舌診の客観化に成

功していない そのilt大のI盟 吐i は青色沢の定"1 11的

分析法が路立されていない 'Hにある

室内らはこれまで舌診の臨床的妥当性の解明と

舌色沢の客観的分析法を硲立する引を日的紀夫験

を行ってきた

その '4 'で舌診の客観化のポイントは臨床上出現

する丹象を舌写点プリント lこに等色として再現す

る予が出来るかどうかにあると考えた それは乙

れまでの研究結架から色差計による直筏測定法よ

も，青写真法が宵効である乙とを踏まえたもので

る"そ ζで今回はÿ2R.厳密に舌象を flj J}，!する方

法Kついて検討した

人1mの目は日光， 蛍光ランプ白熱an.よ， H 1 

D ランプ等のB旧日月光の色が変化 しでも，名物体か

ら反射されるスベク ト Jレは若しく異な っていても，

外側の色がいつも同じに見える 悩0) V., (制弘

mi ~l!r ) には物体から JJi.射されてくるスベテトノレだ

けではなく まわりから反射されてくるスベデト

jレと比較して口的とする物 f，f;の lふく射率によって色

を判断する働きがある これは tJH主主、J ::<<の色(校

長 iζ刻する反射4l) を iF しく，."2， ?:U寸 る色の↑11，'，; ; '; 1'七

があるからである 2 .3. 2 ~ )しかしカラーフイ ノレ ム

lζ 乙のような色の恒市刊を与える 2 Jlは 11\来ない

そのJ'J!巾は 7 イ Jレム ζ とに つのカラ バラン

スをr.i っている『れにある このため'iil己臨床 II"J 汚

象 (舌色れ)をフ ィルム K収め i プリントすれば

良いといっ 'J1にはならない 臨床的 l1~えをrI舶に

再現し各7 リント ζ との定川的分析を世るには

安定した一定の定椋でtltl彩し!フリン卜条件も一

定にしなくてはならない 乙のため 五の条 f'l で

船影:1\米る MARじYA，4 ，\ 式 glo田oscopc を

作製した 乙の結果 ， j riJー柿厄IFで InJ一条 1'1 でfU

lj.~Uj米るよう ICなり 色制度も引50 [，と '!i. jとした

数値か得られた

プリントJj法では?使用カメラ f fl~( ，ンャ y

タースピード レン Ã ， フラッシ ュ および』卜の

水分 散与i本との 1Î1i ;;~fìJJ立， ml><l ，距削t.本いlの

WtU，月光(被1J 体への照川角度，色iM I!l ) , 1I{U~}品

目rr ，臨床条判，舌以外の背;zt色手のfúi :;1;'条件の迎

いKよる変化と 7 イ ノレム特i凶を巧/，Jjし侃影袋 ji'1: 内，

J品lg装置外を通じて通常7 リントとコントロ←ノレ

ネガを応用した特殊プリント心一法との比較をii っ

た その結*，コン ト ロ Jレネガを応tll した特殊

プリント方d、が安定1J'c]で優れている 'J;が分かった

っさに MAFWYAMA 式 g!ossoscope J rJ カラ

ーチャートを作製し)i~準チャ トと各プリン卜と

のズレの程瓜を判定 l ，この数値をもとにコント

ロ ル不ガをmし、て色の再現在試み， ，~;~. IC同一条

f'l でプリント出来るようにした この結果色の

/ Ij現"が非常 iζ良くなる乙とが認められた。

一般K色は赤 t 総 I 'j'の組み合わせによって梢

成されているが カラ フィルムのプリン ト時に

は乙の 3 原色の加色法は闘し、にくい そ乙で亦

の柑l色になるシアン I 緑の li特色になる7ゼンタ i

1 ' ;'の開i色になる イ エ ロ を IIH 、た噌-)~前Iか らの
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~"g.，itが j~われている引ノ干r'JIII ，、 たコントロー

JレネガをIIJ い るプ')iLは今後のフィルム特刊の変化

tζ対応して，J，~節できるのでたいへんイI効なみは‘と

考える

抑i色では ;r(1f:!.'UIJ IC色走，1" 1 のへ y ドを大きくす

る ζ とによって安Æ:Iド]な訓'I，tが山来るよう 11:した

今後は打IU~袋店内の照明を色相皮切OO K -5初日

Kの内淡色)出蛍光ランプ?平均筒色ι汗j，lfi数( R a ) 

98-99を 11 1 ， 、 iJ! !t.高度の色再現を 1 î も、たいと考

えている"

正まとめ

J7d舎の杯初化を日的とした ( ~' l0. iNの定包1r'J分析

を íî うには;い'/1'1を担'I色する 1it1ーが適している

このため I )出J忠条1' 1 を一定 』亡する M i\RUYMvli¥ 

式 gI OSSOSCQ pf:!を制竹した この結史， 1最彫場

所年刻， W:.:'ll ，服装。椛|苅~-.;の彩平年を受けない

安定的なtJU彩が可能となったの出彩した舌弓!~

のプリントを一定条件で fJ" うためざ:1-flii tt;装置用カ

ラーチャートを制作し。厳iもなプ リ ント条件の設

定を í î った これとコントロ ル不ガを附いた特

殊プリント法を併用し， 1最i例年の舌象と等色とな

るようにした 乙の結月L ， .~t~てのプリント|問で色

北討による定ilhl~Jな比較が百j布告になった 3) 百'守

口プリン卜を色注討を川いて洲色するため I17'J子

山プリン卜に適した 6 阻へ y ド を製 1'1"した 乙れ

により標準白色板での測色~n去を小さく出来た

ζ の結果， 8的とする E't子点の安定的損11色が rîItìE

となった

以上のJJtL Iとより舌色沢の客観的測定法を確立

した

乙の研究を行う 11:際 し 写点の現像処胆IC~IJ門

的な立助からフジカラーサ ビス j;~t� 'H-;R pfr , rrJ 
念品j氏， tEIii装置の制作 IL は ミ ノルタカメラ本ll lJ

サ ピスセンター 1 宮武政弘氏，測定へ y ドの改

良Kは日本屯色工業株式会制， I U本日三氏 IC多大

な御協力を得た こ乙 lζ探甚なる感謝の立を表し

ます
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